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前
回
の
巻
頭
言
に
引
き
続
き
、
家
族

の
こ
と
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
お
話
を
致

し
ま
す
。
私
と
連
れ
合
い
の
朴
司
祭
の

間
に
は
、
19
歳
の
男
の
子
と
6
歳
の

女
の
子
が
い
ま
す
。
女
の
子
の
名
前
は

「
流
」
と
書
い
て
「
ユ
ウ
」
と
言
い
ま

す
が
、
先
ず
長
男
の
名
前
を
取
り
上
げ

て
お
話
を
展
開
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
私

た
ち
は
彼
の
こ
と
を
「
ナ
ム
」
と
言
い

ま
す
が
、
韓
国
語
の
ナ
ム
は
日
本
語
で

「
木
」
の
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
生
ま

れ
る
前
、
お
母
さ
ん
の
お
腹
に
い
る
時

か
ら
、
何
か
を
意
味
す
る
言
葉
を
持
っ

て
彼
に
話
し
か
け
た
く
て
ナ
ム
と
言
い

始
め
ま
し
た
。
名
前
を
呼
ぶ
と
い
う
こ

と
は
、
可
能
性
と
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
も
あ
る
か
ら
で
す
。 

「
木
」に
は
い
ろ
い
ろ
な
象
徴
的
な
意

味
が
あ
り
ま
す
。
と
り
分
け
天
と
地
を

繋
ぐ
と
い
う
意
味
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
宗
教
学
で
は
そ
れ
を
宇
宙
木

(cosmic tree)

や
世
界
木(world 

tree)

と
言
い
ま
す
が
、古
く
か
ら
あ
っ

た
世
界
軸(Axis Mundi)

思
想
の
延
長

線
上
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
宇
宙

木
は
殆
ど
の
宗
教
伝
統
の
中
に
も
あ
る

象
徴
的
な
シ
ン
ボ
ル
で
す
が
、
日
本
の

場
合
に
は
神
社
に
あ
る
鳥
居
、
キ
リ
ス

ト
教
に
お
い
て
は
十
字
架
が
代
表
的
な

例
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
近
年
で
は
ア
バ

タ
ー(AVATAR)

な
ど
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映

画
や
宮
崎
駿
監
督
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

に
も
宇
宙
木
の
イ
メ
ー
ジ
は
度
々
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
。基
本
的
に
宇
宙
木
は
、

天
と
地
、
つ
ま
り
神
様
と
人
々
を
繋
い

で
く
れ
る
聖
な
る
シ
ン
ボ
ル
で
す
が
、

さ
ら
に
そ
れ
は
命
と
安
定
、
豊
か
さ
を

も
た
ら
す
象
徴
と
し
て
も
理
解
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
産
業
化
さ
れ
る
以
前
ま
で

は
、
神
様
と
共
に
生
き
て
い
た
人
類
に

お
い
て
、
こ
う
い
う
象
徴
は
極
め
て
普

遍
的
で
一
般
的
な
も
の
で
し
た
。
そ
う

い
う
理
解
を
伝
え
て
い
る
表
現
を
探
し

出
す
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
ド
イ

ツ
の
作
家
、
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ

(Hermann Hesse)

は
、
木
を
神
聖
視
し

た
ケ
ル
ト(Celtic)

神
話
を
復
活
さ
せ

よ
う
と
し
た
か
の
よ
う
に
「
木
は
召
命

で
あ
る
。
木
と
語
り
合
い
、
そ
の
声
に

耳
を
傾
け
る
人
は
真
理
に
つ
い
て
学
べ

る
」
と
語
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
を
ベ
ー
ス
と
し
て
引
き
続
き
次

回
に
、
な
ぜ
私
た
ち
が
長
男
の
名
前
を

木
の
こ
と
を
意
味
す
る
「
ナ
ム
」
と
し 

た
の
か
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。 

11
月
～
12
月
の
予
定  

◆
11
月 

17
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
23
主
日 

19
日
㈫ 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
新
約
） 

22
日
㈮ 

殉
教
者
お
と
め
セ
シ
リ
ア 

23
日
㈯ 

殉
教
者
主
教
ロ
ー
マ
の
ク
レ
メ
ン
ト 

24
日
㈰ 

降
臨
節
前
主
日 

26
日
㈫ 

黙
想
会
（
午
前
10
時
半
～
） 

29
日
㈮ 

黙
想
会
（
午
後
7
時
半
～
） 

◆
12
月 

1
日
㈰  

降
臨
節
第
1
主
日 

2
日
㈪  

12
月
逝
去
者
記
念
礼
拝
（
聖
餐
式
） 

日
本
聖
公
会
初
代
主
教
ウ
ィ
リ
ア

ム
ズ 

 

3
日
㈫ 

ア
ジ
ア
の
殉
教
者
と
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ザ
ビ
エ
ル 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
新
約
） 

5
日
㈭  

司
祭
教
会
博
士
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ

ア
の
ク
レ
メ
ン
ス 

6
日
㈮  

主
教
ニ
コ
ラ
ス 

黙
想
会
（
午
後
7
時
半
～
） 

7
日
㈯  

主
教
教
会
博
士
ア
ン
ブ
ロ
シ
ウ
ス 

8
日
㈰  

降
臨
節
第
２
主
日 

10
日
㈫ 

黙
想
会
（
午
前
10
時
半
～
） 

13
日
㈮  

殉
教
者
お
と
め
ル
シ
ア 

15
日
㈰ 

降
臨
節
第
3
主
日 

17
日
㈫ 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
新
約
） 

18
日
㈬  (

冬
期
聖
職
按
手
節) 

20
日
㈮ 

黙
想
会
（
午
後
7
時
半
～
） 

 
 
 
 
 (

冬
期
聖
職
按
手
節) 

21
日
㈯ 

使
徒
聖
ト
マ
ス
日 

(

冬
期
聖
職
按
手
節) 

22
日
㈰ 

降
臨
節
第
4
主
日 

24
日
㈫ 

降
誕
前
夕
唱
詠
晩
祷 

25
日
㈬ 

降
誕
日 
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■
四
半
世
紀
を
む
か
え
る 

三
光
教
会
・
口
語
の
歌
ミ
サ 

 
 
 
 
 
 
 
 

橋
本 

守 

 

   
 

男
子
会
だ
よ
り 

（
10
月
） 

男
子
会
例
会
は
毎
月
第
三
主
日
の
午

後
12
時
45
分
頃
か
ら
40
～
50
分
程

行
っ
て
い
ま
す
。
10
月
の
第
三
主
日
午

後
は
、
次
週
27
日
の
バ
ザ
ー
会
場
設
営

の
手
伝
い
の
た
め
例
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。 

 

バ
ザ
ー
当
日
は
、
男
子
会
メ
ン
バ
ー
は
、 

主
に
焼
き
鳥
の
提
供
を
担
当
し
ま
し
た
。

前
日
か
ら
食
材
の
買
出
し
や
冷
凍
焼
き

鳥
の
解
凍
等
を
実
施
、
当
日
は
朝
９
時

よ
り
炭
を
起
こ
し
、
焼
く
作
業
を
開
始
、

午
後
３
時
ご
ろ
ま
で
用
意
し
た 

800
本

を
売
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

男
子
会
以
外
の
方
々
か
ら
も
様
々
な

作
業
支
援
を
い
た
だ
き
、
大
変
助
か
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

な
お
、
12
月
は
14
日
㈯
の
午
後
に 

総
会
・懇
親
会
を
旗
の
台
駅
近
く
の
料 

理
店
で
行
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。 

（
記
・
平
山 

新
） 

 

     

 
 

       

私
は
三
光
教
会
で
幼
児
洗
礼
と
堅

信
を
受
け
ま
し
た
が
、
幼
少
期
を
除
い

て
、
教
会
の
主
日
礼
拝
に
伺
う
よ
う
に

な
っ
た
の
は
こ
こ
数
年
の
こ
と
で
す
。

小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
立
教
女
学
院
に

在
学
し
て
い
た
の
で
す
が
、
当
時
の
女

学
院
は
、
授
業
日
に
は
毎
日
、
ま
た
主

日
に
も
、
小
学
校
は
聖
マ
リ
ア
礼
拝
堂

で
、
中
学
高
校
は
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
礼

拝
堂
で
礼
拝
が
あ
っ
た
た
め
、
ほ
ぼ
学

校
の
礼
拝
に
参
加
す
る
形
で
過
ご
し
て

お
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
春
・
夏
休
み

に
は
、
教
会
に
伺
う
機
会
も
あ
り
、
子

ど
も
心
に
学
校
と
三
光
教
会
で
の
礼
拝

の
違
い
は
興
味
深
く
映
り
ま
し
た
。
中

で
も
幼
い
頃
は
、
学
校
の
礼
拝
に
は
無

い
聖
餐
式
が
特
別
な
も
の
に
感
じ
ら
れ
、

早
く
大
人
に
な
っ
て
あ
の
ウ
ェ
ハ
ー
ス

と
葡
萄
酒
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り

た
い
！
と
憧
れ
た
も
の
で
す
。
聖
餐
や

堅
信
の
意
味
を
知
る
今
と
な
っ
て
は
、

お
恥
ず
か
し
い
話
で
す
が･･･

。そ
の
後
、

大
学
と
大
学
院
で
は
英
文
学
を
専
攻
し
、

自
身
の
研
究
の
上
で
も
キ
リ
ス
ト
教
と

聖
書
は
常
に
身
近
に
あ
っ
た
も
の
の
、

ク
リ
ス
マ
ス
、
イ
ー
ス
タ
ー
礼
拝
以
外

は
長
ら
く
教
会
か
ら
足
が
遠
の
い
て
し

ま
っ
て
お
り
ま
し
た
。
父
の
介
護
の
頃

か
ら
高
橋
先
生
、
中
川
先
生
、
神
崎
先

生
に
訪
問
礼
拝
を
し
て
い
た
だ
き
、
ま

た
母
親
の
主
日
礼
拝
に
付
き
添
う
よ
う

に
な
っ
て
、
改
め
て
教
会
と
の
ご
縁
が

深
ま
っ
て
き
た
次
第
で
す
。
信
徒
と
し

て
は
長
ら
く
放
蕩
息
子
な
ら
ぬ
放
蕩

娘
？
で
過
ご
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
両

親
が
天
に
召
さ
れ
た
今
に
な
り
、
自
分

が
教
会
に
ご
奉
仕
す
る
番
に
な
っ
た
の

か
な
、
な
ど
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

             

   

 
 
 
 

   

三
光
教
会
は
今
井
正
道
司
祭
の
時

代
に
「
祈
り
の
教
会
」
の
理
念
を
た

て
、
礼
拝
を
最
優
先
す
る
教
会
活
動
を

進
め
ま
し
た
。 

内
田
稔
司
祭
は
さ
ら
に
旧
祈
祷
書

の
時
代
で
あ
り
な
が
ら
対
面
ミ
サ
の
実

施
、
信
徒
の
役
割
の
充
実
等
様
々
な
試

み
を
行
な
い
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
今
井
丞
治
司
祭
の
時
代
に

現
祈
祷
書
の
全
面
使
用
に
踏
み
切
り
、

口
語
に
よ
る
歌
ミ
サ
の
検
討
に
入
り
ま

し
た
。
ど
の
チ
ャ
ン
ト
を
採
用
す
る
か

色
々
あ
り
ま
し
た
が
、
松
本
司
祭
の
チ

ャ
ン
ト
を
選
び
、
若
干
の
修
正
も
加
え

て
い
た
だ
き
、
会
衆
に
よ
る
練
習
も
お

願
い
し
、
小
笠
原
忍
司
祭
の
時
代
に
口

語
に
よ
る
歌
ミ
サ
を
開
始
し
ま
し
た
。 

 

高
橋
宏
幸
司
祭
（
現
東
京
教
区
主

教
）
の
時
代
に
は
、
現
祈
祷
書
の
理
念

を
極
力
尊
重
し
、
三
光
教
会
の
伝
統
・

信
徒
の
心
情
に
も
配
慮
し
た
聖
堂
の
改

築
を
実
現
し
、
あ
わ
せ
て
礼
拝
様
式
等

の
改
正
も
行
な
い
ま
し
た
。
競
い
合
い

■
教
会
と
私 

両
親
か
ら
受
け
継
ぐ
も
の 

 
 
 
 
 
 
 
 

伊
達 

恵
理 
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 や
違
い
（
個
性
）
を
主
張
す
る
事
で
は

な
く
「
目
標
と
さ
れ
る
教
会
」
を
目
指

し
、
礼
拝
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
推
進
に
は
礼
拝
委
員
会

を
中
心
に
礼
拝
奉
仕
グ
ル
ー
プ
の
果
た

し
た
役
割
も
大
き
い
訳
で
す
が
、
四
半

世
紀
を
経
た
現
在
、
何
よ
り
も
「
会
衆

の
対
応
が
優
れ
て
い
た
事
」
を
実
感
し

て
い
ま
す
。 

今
、
成
成
鍾
司
祭
を
迎
え
五
か
月
を

経
過
し
ま
し
た
が
、
三
光
教
会
の
歌
ミ

サ
は
「
目
標
と
さ
れ
る
教
会
」
に
向
け

て
ま
た
一
歩
前
進
し
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。 

   

■
お
詫
び
と
訂
正 

 

「
ひ
か
り
」
10
月
号
の
印
刷
時
に
面
付
け

の
誤
り
が
あ
り
、
ペ
ー
ジ
順
に
乱
れ
を
生
じ
ま

し
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
「
教
会
と
私
」
欄
の
執
筆
者
名
は
福
井

康
一
朗
さ
ん
が
正
し
く
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
広
報
委
員
会
） 

 

◆
教
会
報
「
ひ
か
り
」
に
御
寄
稿
を
‼ 

 

エ
ッ
セ
イ
「
教
会
と
私
」
。
内
容
は
自
由
。

４
０
０
～
５
０
０
字
程
度
。
広
報
委
員
に
お

届
け
く
だ
さ
い
。
い
つ
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 

             

教会のお掃除にご協力を 

聖堂内外のお掃除の協力者が

少なくなりました。土曜日の午

前10時から１時間程ご奉仕くだ

さい。ご協力いただける方は直

接参加してください。 

  

はじめて教会にいらした方へ 

礼拝様式に馴れない方は椅子に

お掛けになったままで結構です。 

 礼拝中の献金は、信施金とし 

て伝道のために献げられるも

のです。金額は自由です。 

 わからない点は隣の席の者か

案内係にお聞きください。 

  
礼拝のご案内 

■主日礼拝 

 午前 7:00 早祷・嘆願 

 午前 7:30 聖餐式 

 午前 9:00 ステパノ会 

     (日曜学校)礼拝 

 午前 10:30 聖餐式 

 午後 4:00 夕の礼拝 

■平日礼拝 

月曜日から土曜日までは、

毎朝 6:30 の早祷に引き続

いて聖餐式 

日本聖公会 三光教会 教会報「ひかり」 2019年11月号（第683号） 

発行者：司祭 成 成鍾  編集・印刷：三光教会広報委員会 

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
案
内 

12
月
24
日
㈫ 

19
時
～ 

大
晩
祷 

22
時
～ 

第Ⅰ

の
ミ
サ 

12
月
25
日
㈬ 

7
時
～ 

朝
の
礼
拝 

7
時
30
分
～ 

第Ⅱ

の
ミ
サ 

10
時
30
分
～ 

第Ⅲ

の
ミ
サ 

 

🎄

ク
リ
ス
マ
ス 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト🎄

 

 
 
 

12
月
6
日
㈮ 

 
 

 

19
時
開
演(

18
時
30
分
開
場) 

◇
チ
ケ
ッ
ト 

 
 
 
 

2000
円 

(

一
般) 

 500
円(

小
学
生) 

【エ
リ
ザ
ベ
ス
・サ
ン
ダ
ー
ス
・ホ
ー
ム
の 

子
供
た
ち
の
た
め
】 

☆
チ
ケ
ッ
ト
の
申
し
込
み 

b
rid

g
e
.e

n
se

m
b

le
.to

k
yo

@
g

m
ail.co

m
 


